
機械工学科２年生 応用数学 III 中間試験問題 2003年 11月 21日 2限実施

各人に問題用紙１枚、答案用紙１枚 (表裏使用)、計算用紙１枚を配布する。答案用紙１枚のみを提出し、問題用

紙と計算用紙は持ち帰れ。

【1】２本のベクトル A と Bは成分表示でA = (2, 1, 2)、B = (4,−1, 1) と表される。

このとき下記の (1) ～ (6) を求めよ。解答用紙の解答欄に答のみを記入すればよい。

(1) |A| (2) A と同じ方向をもつ単位ベクトル (成分表示で) (3) A + B (成分表示で)

(4) A · B (5) A × B (成分表示で) (6) A と B の交角 (0°～180°の範囲で、単位は度で)

【2】 4点 P(−1, 0,−1), Q(1, 1, 1), R(3,−1, 0), S(3, 3,−2) について下記の (1)～(4)を求めよ。

解答用紙の解答欄に答のみを記入すればよい。

(1) ２点 P, Q 間の距離 (2) 三角形 PQR の面積

(3) 三角形 PQR に垂直な単位ベクトル (成分表示で)

(4) ４点 P,Q,R,S を頂点とする四面体の体積

【3】下記の等式 (1)～(8)のうち任意のベクトル A、B、C について成り立つものに ◯ を、そうでな

いものに × をつけよ。理由は述べず答だけを解答用紙の解答欄に記せ。

(1) A · B = B · A (2) A × B = B × A (3) A · (B × C) = B · (C × A)

(4) A · (B × C) = (A × B) · C (5) A · A = 0 (6) A × A = 0

(7) A × (B × C) = (A · C)B − (A · B)C (8) (A × B) × C = (B · C)A − (A · C)B

【4】 (A × B) · (A × B) は以下の選択肢のどれと等しいか？ ア～ク の記号で答えよ。

選択肢： ア : |A|2|B|2 イ : (A · B)2 ウ : |A|2|B|2 + (A · B)2 エ : |A|2|B|2 − (A · B)2

オ : (|A||B| + A · B)2 カ : (|A||B| − A · B)2

キ : |A|2 + 2A · B + |B|2 ク : |A|2 − 2A · B + |B|2



【5】 (A × B) × (C × D) = αA + βB と書き表すことができる。α と β は以下の選択肢のどれと等し

いか？α, β のそれぞれについて ア～セ の記号で答えよ。

選択肢： ア : A · B イ : C · D ウ : A · C エ : A · D オ : B · C カ : B · D

キ : A · (B × C) ク : C · (B × A) ケ : A · (B × D) コ : D · (B × A)

サ : A · (C × D) シ : D · (C × A) ス : B · (C × D) セ : D · (C × B)

【6】 d

dt
|A(t)|は以下の選択肢のどれと等しいか？ア～シ の記号で答えよ。ただし A′ =

dA(t)
dt

とする。

選択肢： ア : A · A イ : A · A′ ウ : A′ · A′ エ : A · A/|A| オ : A · A′/|A|

カ : A′ · A′/|A| キ : A · A/|A′| ク : A · A′/|A′| ケ : A′ · A′/|A′|

コ : A · A/|A|2 サ : A · A′/|A||A′| シ : A′ · A′/|A′|2

【7】任意の１変数ベクトル関数 v(t) および任意の積分区間 [a, b] について∫ b

a
v(t) · dv(t)

dt
dt =

1
2
v(b) · v(b) − 1

2
v(a) · v(a)

が成り立つことを証明せよ。

【8】成分表示で r =
(

t,
1
2
t2, 0

)
(−∞ < t < ∞) とパラメータ表示される曲線について、

下記の小問 (1), (2) に答えよ。(1)については計算過程を必ず記せ。

(1) 曲率中心 rc の x, y, z 座標を t の関数として求めよ。

(2) rc の描く軌跡を答案用紙のグラフに描き込め。

【ヒント】(1)の解答にあたっては下記の諸式を参考にするとよい。

r = r(t) のとき v = dr/dt, a = dv/dt,

v = |v|, t = v/v, an = a − (t · a)t, an = |an|,

κ = an/v2, ρ = 1/κ, n = an/an, rc = r + ρn








	exam_va03a.pdf
	exam_va03a_scan1.pdf
	exam_va03a_scan2.pdf

